父の 形見 



i 島 与 志 雄 



から 鐘の音が 響いて きても、 君 はもう 眼 を さまさない _ 

すると、 父の 大きな 力強い 掌が、 君の 頭に どしんと か 

ぶ さる。 君 はび つくりして、 憎え たように 飛び起き、 

父に すがりつく。 父 は 威厳の ある 眼で 母親の ように 微 

笑んで いた。 蚊に さされた あとが 急に 痒くなる の だつ 

た。 

それらの 夕の 散歩 は、 落魄した 父と 孤独な 君に とつ 

て は、 一 の 慰安だった ろう。 父に とって は 酒の 酔と 異 

る 陶酔が あり、 君に とって は 酒の 酔に 似た 感傷が あつ 

たろう。 そして その 思い出 は、 君の 身内に 長く 生きて 

いる。 然し、 そういう 思い出 こそ、 投げ捨てて しまわ 
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